
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 計画策定と実行プロセス

手法名 災害に強い圃場整備と「田んぼダム」の取り組み

主体 新潟県農地部農村環境課

背景(地域の課題）
近年、中山間地域において地震による地滑り被害や豪雨災害による増水や崩落が
起こっている。里地里山保全活動とも関連した災害対策や施策の展開が求められて
いる。

手法／方策の詳細

（1）農村環境と災害の関係－棚田の防災機能－
　棚田は山津波や地滑りといった災害地形に造成されたものが多い。棚田にすること
によって災害を防止するということが言える。具体的には棚田で営農をすることによっ
て、地下水が安定した状態となり、地滑り等の災害を防止する（図１）。
　しかし、耕作放棄地になると地下水が降雨等の影響で上下し不安定になり、災害が
起こりやすくなる。

（2）災害に強い水田形状と圃場整備の研究（図２）
　従来の効率性重視の圃場整備は土を大がかりに掘り込んだり盛ったりする等、地
滑りを助長してきたのではないかということが指摘される。そこで、等高線にそった水
田形状にすることで地滑りをしにくくすると同時に営農上のメリット（機械作業における
死角をなくすなどの効果）も生み出す研究がおこなわれている。

（３）洪水防止対策としての「田んぼダム」の取り組み（図3）
　これまでのダム整備を中心とした考えに加え、ソフト対策として田んぼを利用した防
災機能の向上を考案。田んぼに水をためることで地下水位の安定を図るとともに、田
んぼの排水路に版を入れるなどして流出のピークをずらすというもの（図４）。行政とし
てもこれら取り組みを推進する施策メニューを準備している。

手法・技術的視点
新潟県では農村環境が持っている災害防止機能に着目している。農村の生物多様
性や里地里山保全活動の促進等を視野に入れた、生産環境、生活環境、自然環境
の調和を図る施策展開が試みられている。
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